
令和６年度～令和１０年度観測研究計画

課題番号：ERI_09

（1）実施機関名：

東京大学地震研究所

（2）研究課題（または観測項目）名：

（和文）大規模活断層帯の活動・構造の複雑性を考慮した内陸地震長期予測モデルの構築
（英文）Constructing a new long-term earthquake recurrence model from large active fault
zones constrained by structural and behavioral complexities

（3）関連の深い建議の項目：

2 地震・火山噴火の予測のための研究
(1) 地震発生の新たな長期予測（重点研究）

イ. 内陸地震の長期予測

（4）その他関連する建議の項目：

1 地震・火山現象の解明のための研究
(1) 史料・考古・地形・地質データ等の収集と解析・統合

ウ. 地形・地質データの収集・集成と文理融合による解釈
5 分野横断で取り組む地震・火山噴火に関する総合的研究

(4) 内陸で発生する被害地震

（5）令和５年度までの関連する研究成果（または観測実績）の概要：

「災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画（第２次）」の「変動地形学的手法による内陸
地震発生モデルと活断層長期評価手法の再検討」（NGY-03; 2(1)イ 内陸地震の長期予測に深く関連）
において、糸静線活断層系北部や布田川断層・日奈久断層、阿寺断層の地表地震断層調査・変動地形
調査・古地震調査を総合的に検討し、地震時地表変位ベクトル・活動履歴・変位速度分布等のデータ
から長大断層帯の古地震活動の多様性が認められ、断層トレースの分布・構造等によって制約される
可能性が示された。このことから、高精度地形データよる活断層・変動地形の詳細分布・平均変位速
度・断層不均質構造等の解明が、より信頼性の高い内陸地震の長期予測に重要であることが明らかと
なった。

（6）本課題の５か年の到達目標：

長大な断層帯では、その活動史や構造の複雑性等を起因として、過去の地震活動を説明するセグメン
ト区分に大きな課題がある。例えば、糸魚川―静岡構造線断層帯では、断層トレース・活動履歴など
からセグメントに区分されているが、断層帯北部で近年明らかになりつつある横ずれ変位地形や地質
断層沿いの変位地形、断層トレースや一回り小さな地震等の複雑な活動履歴、断層形状とリンクした
セグメント構造など、過去の複雑な活動性を説明するためには課題が多い。また、阿寺断層帯でも従
来のセグメント境界が複雑なため、断層帯北部と南部の境界における地下構造を解明して地質構造の
発達過程を反映した地震発生モデルを検討する必要がある。
　そこで、糸魚川−静岡構造線断層帯・阿寺断層帯・濃尾断層帯等、複数セグメントからなる長さ50
km程度を越える長大な大規模断層帯を対象に、航空レーザー測量データに基づく超高精度DEMを用
いた変動地形解析により、特に山地域や地質断層沿いの変位地形を含む、断層帯全域の詳細位置・変
位様式の再検討を行う。その結果に基づき、既往の活動履歴調査を踏まえ、最新活動時期や活動の複
雑性などの活動時期に関する情報や長期間の平均的な活動性を示す平均変位速度に関する情報につい
て更新・新規取得の必要な箇所を選定し、変動地形・地質学的手法による古地震調査を行う。過去の



重要な古地震データについても、活動履歴等に再検討の必要がある場合には最新の年代測定技術・手
法を用いた再調査を実施する。さらに、セグメント境界部やすべり分配など活動の複雑性が認められ
る箇所における浅層反射法地震探査・重力探査等の地下構造調査等により活動の複雑性を制約する断
層の不均質構造を推定する。
これらの調査観測から明らかになる大規模活断層帯の複雑性を含む活動履歴と詳細活断層トレース等
の断層不均質構造と、地震活動・応力場・温度構造・地震波速度構造などの地球物理学的観測を比較
検討し、テクトニック環境を考慮した変動地形・古地震・構造地質学的データや、測地学的ひずみ速
度と地質学的ひずみ速度の比較を行い、地震発生モデルの構築を行う。また、活断層周辺における測
地学的な地殻変動量・速度場を高空間分解能で推定し、変動地形学的に得られる変位量・平均変位速
度等との比較を行い、地震間の歪速度の蓄積と地震における歪解放のプロセスを定量的に検討する。
加えて、調査対象以外の大規模活断層帯についても、既往研究のコンパイルを行い、同様の検討を行
うほか、長さ50 km程度以下の活断層の地震発生モデルとの比較・検討を行う。
なお、研究期間中に内陸地震が発生した場合は、活断層の地震発生モデルの構築・長期予測を高度化
する上での重要な基礎的データとなり得ることから、古地震調査等の調査研究を行う。

（7）本課題の５か年計画の概要：

（令和６年度）糸魚川―静岡構造線活断層帯・阿寺断層帯等を対象に、活断層周辺の航空レーダー測
量のDEMデータを収集・作成し、変動地形解析・地形地質調査により断層帯全域の詳細位置・変位様
式の再検討を行う。また、先新第三系基盤岩類・新第三系の分布域で地質構造調査を行い、活断層周
辺の割れ目の分布、断層の走向・傾斜、変位センスなどの構造地質学的データを取得する。加えて、
調査対象以外のテクトニック環境の異なる大規模活断層帯を選び、既往研究に基づく断層トレース・
活動性等の情報収集を行う。
（令和７年度）糸魚川―静岡構造線活断層帯中部において、前年度得られた断層トレース沿いの変動
地形学的調査を実施し、上下・横ずれ変位量の変位量比分布を推定する。また、阿寺断層帯等を対象
に、変動地形・構造地質学的調査・解析により、セグメント境界付近での断層の分岐等の地質構造の
特徴を把握する。また、構造探査によってセグメント境界の詳細構造を明らかにし、複数の断層トレー
スとセグメントの関係を解明する。加えて、大規模活断層帯を含む領域の地球物理学の研究成果や調
査対象以外の大規模活断層帯の断層トレース・活動性等の情報収集を引き続き行う。
（令和８年度）阿寺断層帯等を対象に、断層帯を構成する個々の活断層の変位量・平均変位速度を更
新・新規取得し、万年〜十万年オーダの平均的な活動性と空間分布を把握する。また、糸魚川―静岡
構造線活断層帯等において、活動時期に関する情報が少ない断層トレースを中心に活動履歴調査を行
う。加えて、大規模活断層帯を含む領域の地球物理学的情報を収集するほか、地震波速度構造・応力
場等の推定を進める。
（令和９年度）糸魚川―静岡構造線活断層帯北部にて断層構造を解明するための構造探査と変動地形
調査を実施し、既往の構造探査の結果を踏まえて断層沿いの変位ベクトル分布を解明する。また、阿
寺断層帯等を対象に、セグメント境界周辺の詳細地質構造と、特に活動時期の決定精度の点で再検討
が必要な断層トレースにおいて高精度14C年代測定等を適用した活動履歴調査を行い、セグメント境
界部の地質構造の発達過程を考慮した地震発生モデルを検討する。加えて、大規模活断層帯を含む領
域の地球物理学的情報を収集するほか、D90・D95、温度構造等の推定を進める。
（令和10年度）糸魚川―静岡構造線活断層帯・阿寺断層帯等を対象に、これまでの地形・地質学的な
調査結果を踏まえて、断層トレース・変位様式・平均変位速度分布・地質構造発達過程・セグメント
構造と応力場・地震活動・地震波速度構造等の地球物理学的観測に基づき、古地震活動の複雑性を説
明する地震発生モデルを構築する。なお、必要に応じて補足的調査・年代測定が必要な場合は実施す
る。また、調査対象以外のテクトニックセッティングの異なる大規模活断層帯についても同様の検討
を行い、今後の課題をついて取りまとめる。
また、測地学的手法による活断層周辺の地殻変動量・速度場の推定については、５年間を通じて実施
する。

（8）実施機関の参加者氏名または部署等名：

石山達也（東京大学地震研究所）,白濱吉起（東京大学地震研究所）
他機関との共同研究の有無：有



弘前大学,岩手大学,東北大学,中央大学,法政大学,東京都立大学,東洋大学,信州大学,富山大学,名古屋大学,
同志社大学,岡山大学,広島大学,山口大学,愛媛大学,大分大学,防災科学技術研究所,千葉県立中央博物館,
地震予知総合研究振興会

（9）公開時にホームページに掲載する問い合わせ先

部署名等：東京大学地震研究所
電話：
e-mail：
URL：

（10）この研究課題（または観測項目）の連絡担当者

氏名：石山達也
所属：東京大学地震研究所


